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い
る
。
棚
ご
と
に
、「
や
し
ま
さ
ん
の
レ

ン
コ
ン
」「
し
ら
と
さ
ん
の
シ
ル
ク
ス
イ
ー

ト
」「
み
や
も
と
さ
ん
の
レ
ン
コ
ン
」
と
、

出
荷
者
（
生
産
者
）
の
名
前
が
書
い
て
あ

る
。
価
格
も
分
か
り
易
く
表
示
さ
れ
て
い

る
。
価
格
は
生
産
者
が
自
由
に
付
け
る
仕

組
み
で
あ
り
、
自
分
の
も
の
は
こ
の
く
ら

い
の
価
値
が
あ
る
と
思
う
値
を
付
け
る
。

同
じ
品
目
で
違
う
価
格
を
付
け
る
わ
け
だ

か
ら
、
売
れ
る
売
れ
な
い
は
生
産
者
の
自

己
責
任
だ
。
ま
た
、
誰
の
出
品
を
選
ぶ
か

は
消
費
者
の
自
己
責
任
だ
。

こ
の
直
売
所
の
一
番
の
特
徴
は
、
生
産

者
１
人
当
た
り
の
年
間
販
売
額
が
桁
違
い

に
高
い
こ
と
だ
。
平
均
８
０
０
万
円
で
あ

る
。
農
水
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
全
国
の

直
売
所
1
万
６
８
１
６
店
の
平
均
は
60
万

円
で
あ
る
（
２
０
０
９
年
度
実
施
調
査
）。

年
間
60
万
円
で
は
生
活
で
き
な
い
。
こ
れ

に
対
し
、「
み
ず
ほ
」
は
農
業
で
食
っ
て

い
け
る
販
売
額
で
あ
る
。
ト
ッ
プ
の
農
家

は
年
間
２
７
０
０
万
円
売
り
上
げ
て
い
る

（
ト
マ
ト
農
家
）。

（
注
）
全
国
の
直
売
所
数
は
、
現
在
、
道
の
駅
を
含
め
る

と
約
２
万
３
０
０
０
店
と
い
わ
れ
る
。

長
谷
川
社
長
は
「
農
業
で
食
っ
て
い
け

る
直
売
所
を
目
指
す
」
と
言
う
が
、
そ
の

経
営
理
念
が
実
現
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

「
み
ず
ほ
」
へ
の
出
荷
者
は
“
プ
ロ
農
家
”

で
あ
る
。
農
業
で
食
え
る
収
入
を
こ
こ
で

得
て
い
る
。
多
く
の
直
売
所
が
、
小
零
細

農
家
が
庭
先
販
売
の
延
長
で
商
品
を
持
ち

つ
く
ば
市
に
、
出
荷
農
家
（
生
産
者
）

１
人
当
た
り
８
０
０
万
円
と
い
う
農
産
物

直
売
所
が
あ
る
。
一
般
の
直
売
所
の
60
万

円
と
比
較
し
て
、
桁
違
い
に
高
い
。「
み

ず
ほ
の
村
市
場
」（
１
９
９
０
年
オ
ー
プ

ン
）
の
契
約
生
産
者
は
、
直
売
所
向
け
の

農
業
だ
け
で
食
え
る
。

こ
こ
の
契
約
農
家
は
一
流
の
農
家
ば
か

り
だ
。
な
ぜ
、
こ
う
い
う
直
売
所
が
生
ま
れ

た
の
か
。
こ
こ
は
運
営
ル
ー
ル
が
面
白
い
。

① 

朝
か
ら
賑
わ
う
直
売
所

朝
10
時
半
、
直
売
所
に
着
い
た
。
ち
ょ

う
ど
買
い
物
を
終
え
て
出
て
き
た
主
婦
に

聞
い
た
。
筆
者
「
な
ぜ
、
こ
こ
で
買
っ
て

い
る
の
？
」、
主
婦
「
ス
ー
パ
ー
で
買
う

よ
り
こ
こ
の
は
味
が
美
味
し
い
か
ら
」。

筆
者
「
高
く
な
い
の
？
」、主
婦
「
そ
う
ね
、

少
し
高
い
。
で
も
、
ポ
イ
ン
ト
が
つ
い
て

い
る
か
ら
、そ
う
で
も
な
い
よ
」「
そ
れ
に
、

業
者
さ
ん
と
話
す
の
も
楽
し
い
」

㈱
農
業
法
人
み
ず
ほ
（
長
谷
川
久
夫
社

長
）
が
運
営
す
る
農
産
物
直
売
所
「
み
ず

ほ
の
村
市
場
」（
以
下
、「
み
ず
ほ
」）
は
、

住
宅
街
か
ら
離
れ
た
、
畑
の
中
を
通
る
道

路
際
に
あ
る
（
つ
く
ば
市
柳
橋
）。
皆
、

車
で
買
い
物
に
来
て
い
る
。
店
舗
の
な
か

は
、
朝
だ
と
い
う
の
に
賑
わ
っ
て
い
た
。

ち
ょ
っ
と
驚
い
た
。
買
い
物
客
が
40
人
く

ら
い
は
い
た
で
あ
ろ
う
か
。

広
々
と
し
た
店
舗
に
は
、
小
さ
な
区
画

の
棚
の
上
に
、
様
々
な
青
果
物
が
並
ん
で

叶　芳和
評論家

シ
リ
ー
ズ
レ
ポ
ー
ト

農業は先進国型産業になった！

―
農業現場の変化

第8回

農産物直売所は、2010 年頃から大盛況である。鮮度が良い、価格が安い、
安全・安心、などのイメージで捉えられている。ただ、ほとんどの直売所が、
出荷農家の販売額は100万円未満の少額であり、農家の所得向上に役立っ
ているとは言い難い。しかし、茨城県つくば市には１人当たり平均 800万
円という直売所がある。「農業で食っていける直売所」になっている。これを
実現した長谷川久夫社長の経営理念と手法が注目される。

みずほの村市場（茨城県つくば市）

農家に自立の
機会を与える農産物直売所

（出所）みずほの村市場については筆者ヒヤリング。その他は農水省「平成21年度農産物地産地消等実態調査」による
（注）全国直売所等の出荷農家数は１直売所当たり登録農家数
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「
挽
き
た
て
、
打
ち
た
て
、
茹
で
た
て
」
の

蕎
麦
を
提
供
し
て
い
る
。
花
、
蕎
麦
を
含

め
た
売
上
高
は
6
億
円
で
あ
る
。

② 
農
業
で
食
え
る
直
売
所

︱
︱
1
農
家
当
た
り
８
０
０
万
円
、

　
　

桁
違
い
に
高
い
販
売
額
︱
︱

「
み
ず
ほ
」
の
売
上
高
ト
ッ
プ
は
、
ト
マ

ト
農
家
の
片
岡
喜
徳
氏
で
あ
る
（
つ
く
ば

市
真
瀬
）。
こ
こ
だ
け
で
２
７
０
０
万
円

を
売
り
上
げ
て
い
る
。
牛
久
店
を
含
め
る

と
２
店
で
３
２
０
０
万
円
で
あ
る
。
直
売

と
し
て
は
信
じ
が
た
い
金
額
で
あ
る
。
こ

の
ほ
か
高
級
ス
ー
パ
ー
に
も
一
部
出
荷
し

て
い
る
。
家
族
経
営
で
粗
収
入
３
０
０
０

万
円
超
（
し
か
も
経
費
率
低
い
）、
自
立

し
た
農
業
経
営
者
と
い
え
よ
う
。

片
岡
氏
は
２
０
０
７
年
に
農
外
か
ら
新

規
就
農
し
た
ば
か
り
の
生
産
者
で
あ
る
。

当
時
24
歳
、
東
京
か
ら
来
た
。
高
卒
後
、

山
岳
専
門
旅
行
会
社
就
職
を
経
て
山
岳
旅

行
サ
イ
ト
を
開
設
し
て
い
た
が
、
パ
ソ
コ

ン
作
業
ば
か
り
の
毎
日
に
嫌
気
が
さ
し

て
、
農
業
に
飛
び
込
ん
だ
。
10
年
前
、
長

谷
川
社
長
の
本
を
読
ん
で
こ
こ
に
来
た
。

「
そ
こ
の
畑
か
ら
、
や
れ
よ
！
」「
家
も
こ

こ
に
住
め
ば
」
と
長
谷
川
氏
に
言
わ
れ
、

農
業
研
修
な
し
に
就
農
し
た
。
無
農
薬
無

肥
料
の
自
然
農
法
に
憧
れ
て
農
業
に
参
入

し
、
最
初
の
２
年
間
は
ト
マ
ト
が
病
気
に

な
り
苦
戦
し
た
が
、
３
年
目
に
は
慣
行
農

法
に
切
り
替
え（
農
薬
・
化
学
肥
料
使
用
）、

売
上
１
０
０
０
万
円
に
な
っ
た
。

「
か
た
お
か
さ
ん
の
ト
マ
ト
」
は
美
味
し
い

の
で
有
名
で
あ
る
。
古
河
市
や
結
城
市
か

ら
１
時
間
か
け
て
買
い
に
来
る
消
費
者
も

い
る
。
中
玉
（
品
種
フ
ル
テ
ィ
カ
）
で
あ

る
が
、
４
０
０
ｇ
当
た
り
４
８
０
円
で
あ

る
。
ス
ー
パ
ー
で
売
っ
て
い
る
一
般
の
ト

マ
ト
は
２
０
０
～
３
０
０
円
で
あ
る
。
高

い
が
、
美
味
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

込
ん
で
い
る
の
と
は
違
う
。「
み
ず
ほ
」

の
商
品
は
高
品
質
・
高
価
格
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
売
上
高
が
桁
違
い
に
大
き
く
な

る
。こ

こ
に
買
い
物
に
来
る
消
費
者
は
、
60

 

km
圏
内
か
ら
来
る
。
つ
く
ば
市
の
人
が
６

割
で
、
東
京
や
千
葉
か
ら
も
来
る
。「
美
味

し
い
」
か
ら
だ
。
１
９
９
４
年
頃
、「
お
の

で
ら
さ
ん
の
メ
ロ
ン
」
は
店
に
並
ぶ
暇
も

な
い
く
ら
い
だ
っ
た
。
越
谷
か
ら
タ
ク

シ
ー
で
買
い
に
来
た
人
も
い
た
。
年
間
の

来
客
数
は
30
万
人
、
客
単
価
は
２
０
０
０

円
で
あ
る
（
一
般
の
直
売
所
の
約
２
倍
）。

こ
の
よ
う
な
“
高
級
直
売
所
”
が
育
っ

た
の
は
、
つ
く
ば
市
と
い
う
高
学
歴
、
高

所
得
の
市
民
が
多
い
と
い
う
地
域
が
背
景

に
あ
る
と
思
い
が
ち
で
あ
る

が
、
違
う
よ
う
だ
。
長
谷
川

社
長
に
よ
る
と
、
町
の
市
民

は
価
格
で
動
い
た
。
最
初
に

「
み
ず
ほ
」
を
評
価
し
て
く

れ
た
の
は
「
農
家
」
で
あ
り
、

彼
ら
が
買
っ
て
く
れ
た
。
現

場
を
知
り
、
本
物
を
知
っ
て
い
る
人
た
ち

が
評
価
し
て
く
れ
た
と
い
う
。

「
み
ず
ほ
」
は
、
契
約
農
家
数
50
戸
、
直

売
所
の
売
り
場
面
積
３
０
０
㎡
、
売
上
高

４
億
円
で
あ
る
。
青
果
物
直
売
所
の
横
に

花
売
り
場
６
６
０
㎡
、
同
じ
敷
地
内
に
築

１
５
０
年
余
の
古
民
家
を
移
築
し
た
蕎
麦

屋
が
あ
る
。
地
元
産
の
「
常
陸
秋
そ
ば
」

だ
け
を
使
い
、
水
車
小
屋
で
自
家
製
粉
し

シリーズレポート 農業は先進国型産業になった！  ―農業現場の変化

農家に自立の機会を与える農産物直売所
みずほの村市場（茨城県つくば市）

第8回

図１　直売所の生産性の比較

表1　直売所運営主体別の経営指標

１店舗
当たり売上高

出荷農家1人
当たり売上高

800万円 133万円/㎡４億円

0.5億円
60万円

40万円/㎡

売り場面積
当たり売上高

み
ず
ほ

全
国

全
国

全
国

み
ず
ほ

み
ず
ほ

（出所）みずほの村市場については筆者ヒヤリング。その他は農水省「平成21年度農産物地産地消等実態調査」による
（注）全国直売所等の出荷農家数は１直売所当たり登録農家数

（出所）表１参照

みずほの村市場 全国

青果直売所 全体（花含む） 直売所 一般 農協系

店舗数 1 1 16,816 10,686 1,901

出荷農家数 50 87 44 279

1店舗売場面積（㎡） 300 960 131 94 272

年間販売額（億円） 4 6 8,767 124 2,811

売上高対比

　出荷農家当たり（万円） 800 60 52 53

　売り場面積当たり（万円/㎡） 133 63 40 24 54

　1店舗当たり（百万円） 400 600 52 23 148
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か
ら
だ
」「
再
生
産
可
能
価
格
が
必
要
」、

こ
れ
が
長
谷
川
氏
の
口
癖
で
あ
る
。
農
業

者
が
経
営
者
と
し
て
“
自
立
”
す
る
の
が

長
谷
川
氏
の
夢
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た

め
に
、直
売
所
と
い
う
舞
台
を
提
供
す
る
。

農
業
で
食
べ
て
い
く
に
は
、「
再
生
産

可
能
価
格
」
は
必
須
条
件
だ
。
そ
れ
を
実

現
す
る
た
め
に
、「
直
売
所
」
と
い
う
舞

台
を
用
意
し
た
。
直
売
の
場
合
、
農
業
者

が
流
通
経
費
を
所
得
化
で
き
る
こ
と
に
加

え
（
農
家
出
荷
価
格
は
自
ず
と
高
く
な

る
）、
自
分
で
価
格
を
付
け
る
わ
け
だ
か

ら
、
他
者
よ
り
い
い
品
質
を
供
給
し
価
格

を
高
め
に
設
定
す
る
自
己
主
張
が
で
き
る

の
で
、
再
生
産
価
格
を
実
現
し
や
す
い
。

「
み
ず
ほ
」
蕎
麦
屋
の
ソ
バ
は
全
量
、
ソ

メ
ノ
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
（
経
営
規
模
１

１
５
ha
の
大
規
模
経
営
、坂
東
市
内
野
山
）

が
供
給
し
て
い
る
が
、
価
格
は
１
俵
45
㎏

で
２
万
円
で
あ
る
。
市
場
の
一
般
品
の
価

格
の
２
倍
だ
。
長
谷
川
社
長
に
よ
る
と
、

「
こ
の
２
万
円
と
い
う
価
格
は
再
生
産
価

格
と
し
て
染
野
氏
が
決
め
た
も
の
で
あ

り
、
10
年
前
か
ら
同
じ
だ
。
だ
か
ら
、
染

野
氏
は
き
ち
っ
と
し
た
ソ
バ
を
作
り
、
品

質
に
責
任
を
持
っ
て
い
る
」

「
直
売
所
」
と
い
う
形
態
は
、「
み
ず
ほ
」

の
オ
ー
プ
ン（
90
年
）の
前
、80
年
代
以
降
、

朝
市
な
ど
端
緒
的
な
形
態
で
全
国
的
に
広

が
り
を
見
せ
て
い
た
。
そ
し
て
、
生
産
者

が
自
ら
価
格
を
決
定
し
て
い
た
（
そ
れ
が

直
売
所
の
仕
組
み
だ
）。
生
産
者
が
価
格

い
に
来
て
い
る
。
そ
れ
と
同
じ
だ
。
各
生

産
者
の
ブ
ラ
ン
ド
と
い
う
よ
り
、「
み
ず

ほ
」
の
も
の
は
美
味
し
い
と
、「
み
ず
ほ

の
村
市
場
」
が
ブ
ラ
ン
ド
な
の
で
あ
る
。

「
み
ず
ほ
」
に
出
荷
し
て
い
る
こ
と
は
、

生
産
者
に
と
っ
て
は
ス
テ
ー
タ
ス
に
な
っ

て
い
る
。

（
注
）
日
本
橋
の
千
疋
屋
総
本
店
に
関
し
て
は
、拙
稿
「
顧

客
第
一
主
義
、
信
頼
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
創
っ
た
老

舗
ブ
ラ
ン
ド
」
拙
著
『
新
世
代
の
農
業
挑
戦
︱
︱
優
良

経
営
事
例
に
学
ぶ
︱
︱
』
全
国
農
業
会
議
所
２
０
１
４

年
、
第
Ⅱ
部
第
10
章
参
照
。

こ
の
ほ
か
、「
み
ず
ほ
」の
契
約
農
家
は
、

れ
ん
こ
ん
三
兄
弟
、
や
し
ま
の
蓮
根
、
ソ

メ
ノ
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
な
ど
、
一
流
の

農
家
ば
か
り
で
あ
る
。
通
常
、
直
売
所
は

兼
業
農
家
や
高
齢
農
家
の
生
き
が
い
作
り

の
場
所
で
あ
っ
た
り
、
農
協
や
卸
市
場
に

出
し
た
後
の
余
っ
た
農
産
物
（
規
格
外
や

多
少
傷
の
あ
る
も
の
な
ど
）
を
出
す
こ
と

も
多
い
が
、
こ
こ
は
プ
ロ
農
家
の
出
品
で

あ
る
点
、
違
う
。

③ 

ル
ー
ル
が
面
白
い

︱
︱
安
売
り
禁
止
、
売
上
未
達
は

　
　

違
約
金
な
ど
︱
︱

な
ぜ
、「
み
ず
ほ
」
は
“
高
級
直
売
所
”

に
な
っ
た
の
か
。
長
谷
川
社
長
の
経
営
理

念
と
、
独
特
の
運
営
ル
ー
ル
の
成
果
だ
と

思
わ
れ
る
。

「
農
業
で
食
べ
ら
れ
る
直
売
所
を
目
指

す
」「
農
業
で
食
っ
て
い
け
な
い
の
は
、

農
業
者
が
価
格
決
定
権
を
持
っ
て
い
な
い

片
岡
氏
は
「
み
ず
ほ
」
に
出
荷
し
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
、「
自
分
で
値
を
付
け

ら
れ
る
の
が
一
番
い
い
」
と
い
う
。

コ
メ
を
出
荷
し
て
い
る
契
約
農
家
・
関

喜
幸
氏
を
訪
ね
た
（
つ
く
ば
市
北
太
田
）。

筑
波
山
麓
に
立
地
す
る
経
営
規
模
40 

ha
の

稲
作
農
家
で
あ
る
（
戦
前
は
皇
室
献
上
米

地
帯
）。
栽
培
品
種
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
ミ

ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
、
夢
ご
こ
ち
、
姫
ご
の

み
と
、
良
食
味
で
有
名
な
品
種
ば
か
り
だ

（
そ
し
て
減
農
薬
の
特
別
栽
培
米
）。「
小

田
北
条
米
」
の
ブ
ラ
ン
ド
で
供
給
し
て
い

る
。「
み
ず
ほ
」
に
は
２
０
０
俵
出
荷
し
、

牛
久
店
を
含
め
る
と
年
１
２
０
０
万
円
を

売
り
上
げ
て
い
る
。
玄
米
１
㎏
４
８
０
円

で
売
っ
て
い
る
。
60
㎏
２
万
８
８
０
０
円

で
あ
る
。
高
い
。
最
終
消
費
者
に
と
っ
て

は
普
通
の
価
格
だ
が
、
農
家
出
荷
価
格
と

し
て
は
市
場
価
格
の
２
倍
近
い
（
図
２
参

照
）。つ

ま
り
、
直
売
所
だ
か
ら
、
流
通
経
費

部
分
が
農
家
の
所
得
に
な
る
の
で
あ
る
。

仲
買
人
に
売
る
と
き
は
60
㎏
１
万
５
０
０

０
円
（
農
協
＋
５
０
０
円
）
で
あ
る
。「
み

ず
ほ
は
自
分
の
付
け
た
価
格
で
売
れ
る
の

が
い
い
」
と
い
う
。

ま
た
、「
み
ず
ほ
」に
出
荷
し
て
い
る
と
、

ブ
ラ
ン
ド
効
果
が
あ
る
よ
う
だ
。
果
物
の

世
界
で
、
日
本
橋
千
疋
屋
に
出
荷
さ
れ
た

果
物
は
「
日
本
橋
千
疋
屋
」
の
ブ
ラ
ン
ド

で
高
く
売
れ
る
。
顧
客
は
産
地
ブ
ラ
ン
ド

で
は
な
く
、「
千
疋
屋
」
の
メ
ロ
ン
を
買

決
定
権
を
持
つ
と
い
う
の
は
長
谷
川
氏
の

発
明
で
は
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
自
体
は
大

し
た
意
味
は
な
い
。
多
く
の
直
売
所
が
、

生
産
者
が
価
格
を
決
定
し
て
い
る
の
に
、

農
家
の
自
立
に
役
立
っ
て
い
な
い
こ
と
が

（注）まったくの概略である。品目によって流通経費は異なる
※�このケースでは「みずほ」の契約農家（直売）は農協向け出荷などに比べ、1.8倍くらい高値で売っても、消費者価格はスーパーなどと同
じである

図２　野菜の流通経費と直売所価格（例示）
0 45 65 75 100
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みずほ手数料
（18%）
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そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
。「
直
売
」
プ
ラ

ス
α
の
要
素
が
必
要
だ
。

長
谷
川
社
長
の
経
営
理
念
の
実
現
を
担

保
し
た
の
は
、「
み
ず
ほ
」
の
運
営
ル
ー

ル
だ
（
98
年
設
定
）。

第
１
は
、「
安
売
り
競
争
」
の
禁
止
だ
。

そ
の
ル
ー
ル
と
は
、「
す
で
に
別
の
農
業

者
が
販
売
し
て
い
る
品
目
に
新
規
に
加
わ

る
場
合
、
既
存
の
農
業
者
よ
り
安
い
値
段

で
売
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
も
の

だ
。
後
発
の
農
家
が
売
り
上
げ
を
伸
ば
す

に
は
、
先
発
農
家
よ
り
品
質
が
良
く
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

「
み
ず
ほ
」
に
あ
る
の
は
、“
品
質
競
争
”

で
あ
る
。
そ
れ
が
高
級
直
売
所
に
な
っ
た

一
つ
の
要
因
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、「
み

ず
ほ
」
は
競
争
を
促
進
す
る
た
め
、
１
品

目
２
～
３
人
以
上
の
生
産
者
に
棚
を
作
る

方
針
が
あ
る
。
実
際
、
現
在
、
ト
マ
ト
は

６
人
が
棚
を
持
っ
て
い
る
。

第
２
は
、
違
約
金
制
度
だ
。「
最
低
販

売
額
」（
３
６
０
万
円
）
に
達
し
な
い
場

合
、
不
足
分
の
18
％
が
違
約
金
と
し
て
徴

収
さ
れ
る
（
こ
の
18
％
は
販
売
手
数
料
に

匹
敵
）。

「
み
ず
ほ
」
に
出
荷
す
る
農
業
者
は
、「
み

ず
ほ
」
と
い
う
舞
台
を
借
り
て
、
自
分
の

農
産
物
を
販
売
し
て
い
る
。
農
業
者
は
舞

台
を
使
う
権
利
が
あ
る
が
（
権
利
金
30
万

円
）、
そ
れ
は
売
り
場
に
対
し
て
責
任
を

持
つ
こ
と
で
あ
り
、
最
低
販
売
額
に
達
し

な
い
場
合
は
違
約
金
を
払
う
仕
組
み
だ

（
権
利
金
か
ら
差
し
引
く
）。
逆
に
、
売
上

１
０
０
０
万
円
を
達
成
す
れ
ば
、
報
奨
金

が
も
ら
え
る
。
努
力
し
た
分
、
報
わ
れ
る

仕
組
み
で
あ
る
。

第
３
に
、
商
品
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な

い
も
の
を
出
荷
し
た
農
業
者
は
、
自
己
回

収
を
義
務
付
け
ら
れ
る
（
鮮
度
が
落
ち
た

商
品
な
ど
）。「
み
ず
ほ
」
の
従
業
員
が
店

内
を
見
回
っ
て
問
題
が
あ
る
商
品
は
、
出

荷
農
家
が
自
ら
の
商
品
を
販
売
価
格
で
買

い
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。こ
れ
が「
商

品
管
理
ペ
ナ
ル
テ
ィ
制
度
」
だ
（
２
０
０

０
年
導
入
）。
こ
の
制
度
を
実
施
し
て
か

ら
農
業
者
の
品
質
管
理
へ
の
意
識
が
高
ま

り
、
ク
レ
ー
ム
も
減
っ
た
。

多
く
の
ル
ー
ル
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も

出
品
農
産
物
の
品
質
を
高
め
て
い
く
メ
カ

ニ
ズ
ム
が
働
い
て
い
る
。筆
者
が
思
う
に
、

「
安
売
り
禁
止
」
ル
ー
ル
が
、
一
番
大
き

な
効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

④ 

品
質
の
山
が
高
い
と
き

　

 

価
格
決
定
権
が
生
き
る

価
格
は
市
場
で
決
ま
る
、
と
考
え
る
べ

き
だ
と
思
う
。
品
質
に
対
応
し
て
値
が
付

い
て
い
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。
生
産
者
が
価

格
決
定
権
を
持
つ
と
い
っ
て
も
、
低
品

質
・
高
価
格
な
ら
直
売
所
に
人
は
集
ま
ら

な
い
。
品
質
に
対
応
し
た
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
価
格
に
な
っ
て
い
る
と
き
消
費
者
は
集

ま
っ
て
く
る
。
生
産
者
が
価
格
を
決
め
た

こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

直
売
は
自
己
主
張
が
で
き
、
価
格
を
自

由
に
高
く
設
定
で
き
る
と
思
う
の
は
錯
覚

で
あ
る
。
流
通
経
費
を
生
産
者
が
所
得
化

で
き
る
の
で
、
農
家
価
格
が
高
く
な
っ
て

い
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
価
格
は
あ
く

ま
で
品
質
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

市
場
価
格
か
ら
乖か
い

離り

し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
直
売
所
と
い
え
ど
も
、
自
分
で
自

由
に
価
格
が
付
け
ら
れ
る
と
い
う
マ
ジ
ッ

ク
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

図
２
に
例
示
す
る
よ
う
に
、
直
売
は
、

生
産
者
が
流
通
経
費
分
を
所
得
化
で
き

る
。
当
然
、
農
協
向
け
出
荷
よ
り
高
い
値

段
で
売
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
例
示
で

い
え
ば
、
仮
に
小
売
価
格
が
同
じ
で
あ
れ

ば
、
農
協
向
け
出
荷
の
１
・
８
倍
も
高
い

値
で
売
れ
る
。
直
売
は
、
農
家
価
格
が
高

く
な
る
か
ら
、
生
産
者
に
と
っ
て
は
大
変

良
い
仕
組
み
で
あ
る
。

も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
製
品
差
別

化
の
強
化
に
よ
っ
て
、“
非
価
格
選
好
”

の
消
費
者
層
を
増
や
す
こ
と
だ
。
消
費
者

は
、
価
格
で
選
ぶ
人
と
美
味
し
さ
で
選
ぶ

人
に
大
別
さ
れ
る
。
所
得
制
約
か
ら
、
安

い
も
の
を
求
め
る
人
も
い
る
が
、
逆
に
、

美
味
、
安
全
・
安
心
な
も
の
で
あ
れ
ば
、

高
く
て
も
買
う
人
が
い
る
。
後
者
の
「
非

価
格
選
好
」の
消
費
者
が
１
割
は
い
る（
筆

者
の
実
証
研
究
）。
も
っ
と
高
い
農
産
品

も
あ
ろ
う
。

（
注
）
工
業
製
品
の
場
合
、
消
費
者
の
５
％
は
非
価
格
選

好
で
あ
る
。
例
え
ば
、
乗
用
車
の
場
合
、
国
産
車
で
は

な
く
、
国
産
車
よ
り
１
０
０
万
円
も
高
い
輸
入
車
（
欧 

州
車
）
を
買
う
人
た
ち
が
い
る
。
日
本
も
、
中
国
も
、

ユ
ー
ザ
ー
の
５
％
は
こ
う
し
た
非
価
格
選
好
で
あ
る
。

食
べ
物
の
場
合
、
安
全
・
安
心
・
美
味
を
求
め
、
こ
の

割
合
は
も
っ
と
高
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
例
え
ば
Ｊ
Ａ

鹿
児
島
県
経
済
連
は
、
一
般
豚
よ
り
価
格
が
高
い
黒
豚

の
割
合
を
県
養
豚
全
体
の
１
割
と
目
標
設
定
し
て
い
る
。

こ
の
比
率
を
も
っ
と
高
め
る
と
値
崩
れ
の
危
険
が
あ
る
。

非
価
格
選
好
層
の
割
合
が
多
い
場
合
、

生
産
者
が
価
格
を
設
定
す
る
自
由
度
は
高

ま
る
。
ト
マ
ト
や
メ
ロ
ン
な
ど
、
美
味
し

さ
の
格
差
が
大
き
く
誰
で
も
違
い
が
わ
か

る
場
合
、
非
価
格
選
好
層
の
割
合
は
増

え
、
需
要
の
壁
が
高
く
な
る
の
で
、
生
産

者
は
一
般
品
よ
り
価
格
を
高
く
設
定
し
や

す
い
。
先
述
の
片
岡
喜
徳
氏
の
ト
マ
ト
価

格
は
そ
の
よ
い
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
コ

メ
や
野
菜
で
は
美
味
し
さ
の
区
別
が
そ
れ

ほ
ど
大
き
く
な
い
の
で
、
非
価
格
選
好
の

割
合
は
相
対
的
に
低
く
、
価
格
を
あ
ま
り

高
く
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

直
売
の
仕
組
み
（
自
分
の
責
任
で
値
を

付
け
る
）
を
活
か
し
て
、
生
産
者
が
所
得

を
高
め
る
に
は
、
よ
り
品
質
の
良
い
も
の

を
供
給
す
る
必
要
が
あ
る
。
良
食
味
の
山

の
高
さ
を
高
く
し
て
い
け
ば
、
価
格
を
高

く
で
き
、農
業
経
営
者
の
所
得
は
増
え
る
。

「
み
ず
ほ
」
は
、
農
業
で
食
っ
て
い
け
る

直
売
所
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
実
現
す

べ
く
、
競
争
市
場
を
活
性
化
さ
せ
る
直
売

所
ル
ー
ル
を
つ
く
っ
た
長
谷
川
久
夫
氏

は
、
農
産
物
直
売
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

起
こ
し
た
。
単
な
る
生
産
者
を
「
農
業
経

営
者
」
に
変
え
る
夢
は
実
現
し
た
と
い
え

よ
う
。

シリーズレポート 農業は先進国型産業になった！  ―農業現場の変化

農家に自立の機会を与える農産物直売所
みずほの村市場（茨城県つくば市）
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